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弊社対応領域



ビースタイルバリューテクノロジーズの RPA推進実績
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RPA推進支援 2025 年4月時点 : 累計2,275 件 業界・職種別の RPA支援実績割合

2019 2020 2021 2022 2023 2024
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2,000 件

2,500 件

RPA推進支援数内訳 (2024 年10月)

営業 (事務)

574 件

総務/人事/法務

512 件

財務/会計/経理

349 件

調達/購買/在庫管理

208 件

その他

632 件

金融…22.8%

サービス…20.5%

IT・メディア …13.0%

I建設・不動産 …10.9%

その他…8.7%

自動車・機会 …7.6%

エネルギー・資源 …7.5%

電気・精密 …4%

小売・卸 …3%

衣料・装飾 …2%

物流・運送 …1%

娯楽・レジャー …1%

営業事務…25.6%

その他…17.6%

人事・労務 …12.0%

業界内オペレーション業務
…10.0%

総務…8.3%

経理…7.7%

資材調達・購買 …7.4%

財務・会計 …6%

在庫管理…3%

広報・ IR…2%

情報システム …1%

法務…1%

他4個

「お客様の IT環境を活かす」 コンセプトをご評価いただき、累計で 2,200 件以上のRPA実績がございます。
豊富な実績から、多様な業界、職種の対応実績やナレッジを活かしたサービスでご支援が可能です。

弊社領域



ビースタイルバリューテクノロジーズの対応技術領域
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｢お客様のIT環境を活かす」 が大事にしている RPA推進におけるコンセプトです

そのコンセプトを実現するために、このような様々な要素技術を駆使できる RPAエンジニアが、総勢約 85名、

プロパー社員として在籍しております。今後も、継続的な増員を計画しています。

Microsoft Power Platform 、他

AI RPA

弊社領域



オペレーション業務の自動化による業務効率化およびオペレーション体制変更を狙う企業様向けに、

業務整理コンサルティングから自動化開発までをトータルで支援しております。

実績例「業務コンサルティング×自動化範囲拡大」

ITサービス業 (従業員数数百名の企業)オペレーション部署
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業務コンサル
RPA導入拡大

フェーズ①
業務整理

業務手順書や担当者ヒアリングを
元に業務可視化資料を作成
（業務一覧・業務フロー・

自動化の効果／所要工数など）

フェーズ②
PoC

顧客責任者

弊社コンサルチーム

部署A 部署B

顧客責任者

弊社開発チーム

部署A
（一部）

選定された業務を対象に
パイロット開発を実施
業務効率化の効果を測定

フェーズ③
本格開発

コンサルチームが業務を詳細把握し
開発対象業務を選定

開発チームが量産体制をとり
自動化範囲を拡大

顧客責任者

弊社コンサルチーム

部署A 部署B

弊社開発チーム

弊社領域

UiPath



説
明

取引は顧客チーム内に 2名常駐する形で開始 (★印)。顧客の外注ニーズの高まりや RPAツール移行プロジェクトの

発足などの状況変化に合わせて柔軟・臨機応変な顧客支援をおこない評価をいただいております。

実績例「 PMO×移行開発支援」

Microsoft Power Automate

製造業(従業員数1万名以上の企業)DX推進部署

PMO
弊社数名体制で

移行計画策定やプロジェクトの
全体推進を支援

顧客組織・役割

各部門・各社主管

DX推進部署主管

弊社支援箇所

内製開発
(顧客内の常駐開発チーム )

プロ開発
(DX推進部署主管)

チームA

★取引開始地点
現在も開発・保守担当として
弊社のメンバーが在籍中

弊社の開発マネージャー

外注開発
(弊社の開発チーム )

チームB

市民開発
（各部門・各社主管）

開発リソース不足の
部門・会社は

紹介を受けて弊社が支援

派生
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PMO

移行開発弊社領域



サポートサービス

サービス 名称 単位/料金 ご利用条件・料金ルール

スポットサポート 1回4時間まで /￥40,000

・追加対応 (同日内)： 4時間超過分は1時間単位で¥10,000/時（ ※1時間未満切り上げ）
・追加対応 (日跨ぎ )：リモート： 1時間単位／訪問：最低 4時間から追加対応
・請求タイミング (月跨ぎ)：当月末締め・翌月末支払い

定額サポート

月10時間～160時間で
ご要望に応じプラン設定

【プラン及び料金設定例】
10時間 ：¥100,000/月 （時間単価 ¥10,000）
80時間 ：¥716,000/月 （時間単価 ¥8,950）
160時間：¥1,240,000/月（時間単価¥7,750）

・ 時間単価の計算式：¥10,000 -（ご希望時間 - 10）×15

・ 月上限時間を超過した場合、1時間単位で申込プランの時間単価を追加請求（※1時間未
満は切り上げ）
・定額サポートは辞退のご申告がない限り毎月自動更新となります。
・ 利用期間および精算：月末日を利用期間の末日とし、月初または利用開始日から当月末
までの作業時間分を請求
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対応領域

注意事項
※訪問を含む場合はオンサイトオプションとして料金に対し1.2倍の割り増しとなります。
※調査や打合せ等に要した時間も対応時間として換算します。
※1都3県(東京・神奈川・千葉・埼玉)を除くエリアへの訪問は、1日につき出張費 5,000円、業務上の都合により宿泊が必要な場合は1泊につき 12,000円、および
新幹線・特急・航空券等の実費を別途請求いたします。
※サポートサービスは履行割合型準委任の扱いとなり、契約不適合責任は負いかねます。
※対応日時は都度協議・調整といたします。

その他、ご要望に応じたカスタマイズ対応も承ります。

長期・大規模なご契約につきましては別途ご相談ください。



ビースタイルバリューテクノロジーズの実績一覧 (一部)

業種 プロジェクトテーマ プロジェクト概要

製造行 全社DX推進 Power Platform 環境、 CoEや各テーマに応じた開発支援を伴走型で支援

人材サービス業 業務自動化 勤怠管理業務の効率化のための自動化開発支援

BPO業 デジタル化 BPO受託のための大量の申込様式のOCR読み取り設定支援

代理店 営業強化 複数のサブリセラー向けのノーコードローコード領域におけるプリセールス支援

法律事務所 業務効率化 弁護士報酬の請求書作成のためのkintone 導入の支援

製造業 ツール移行 人事システム更改に伴う既存 RPAツールの移行支援

不動産業 全社DX推進 内製化支援のための各部署に対する定期訪問伴走支援

自治体 業務効率化 自治体職員向けの計1,600 時間のスポットサポート支援

ITサービス業 LTV拡大 サービス拡大に向けた業務自動化開発強化の支援
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弊社領域



事例_AI 活用推進

(現場主導の浸透＋伴走支援)



人材業における AI活用推進(現場主導の浸透＋伴走支援)1/6
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RPA事例

抱えていた課題

Before

生産性の限界

属人的なスキルに依存し、業務量に限界があった

リソースの圧迫

提案準備や記録作成などの「作業」に多くの時間
を費やしていた

機会損失

本来注力すべき「企業・求職者との対話」や
｢マッチング精度の向上」にかける時間が不足していた

DXで目指した姿

Goal

業務の抜本的な効率化

AIで定型業務を自動化し、生産性を飛躍させる

「人」の介在価値の最大化

コンサルタントが「思考」と「対話」という付加
価値の高い業務に集中できる環境を構築する

属人化した業務からの脱却へ。AI導入で目指した「価値創造」へのシフト
※弊社人材紹介事業部におけるAI活用促進ではありますが、要素として参考になれば幸いです。



人材業における AI活用推進(現場主導の浸透＋伴走支援)2/6
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準備から実行、後続業務まで。業務フローを変革したAI活用術

対求職者

対企業

商
談
プ
ロ
セ
ス

Before

After

実行

メモを取りながら対話

MENDANで自動議事録化。
対話に100%集中

ヒアリングとメモで手一杯

MENDAN活用で
関係構築に注力

Before

After

準備

手作業での情報収集

Geminiが企業の
採用課題を数分で仮説立て

担当者の経験則で
マッチング

Geminiが経歴から多角的な
キャリアの可能性を提示

完了後

ゼロから求人票作成

Geminiが商談内容から
ドラフトを自動生成。

定型的な推薦状

Geminiが個人に
最適化された推薦状を生成

面
談
プ
ロ
セ
ス

RPA事例



人材業における AI活用推進(現場主導の浸透＋伴走支援)3/6

14

MENDANとは？

RPA事例



人材業における AI活用推進(現場主導の浸透＋伴走支援)4/6
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推薦数・面接数も大幅UP

RA1人あたりの生産性が

ほぼ2倍に

書類選考通過率 オーダー作成数
月間推薦数
(P-DASH)

月間最大1次面接数

生産性・品質が劇的向上。主要KPIが過去最高を更新

2倍に増加！

(件) (件)

従来5名で目標としていた

月150件をわずか

3名で達成

RPA事例



人材業における AI活用推進(現場主導の浸透＋伴走支援)5/6
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AIが出した仮説から
仕事が始まるので、
より深い提案準備に集中できる

私にしかできない仕事に
時間を使えるようになった

業務負荷の軽減 心理的な余裕が生まれる 前向きな改善提案が活発化

Before

メール作成や
情報収集などの
「作業」に
脳も時間も消費

Ａさん Ｂさん

組織への
好影響

現場から
生まれた
変化の声

働き方の
パラダイム
シフト After

人にしかできない価値創造に集中

関係構築 提案の質向上戦略立案

自分では見つけられなかった
マッチポイントをAIが教えてくれる

求職者・企業双方に
刺さる提案ができるようになり、
通過率向上を実感している

“AIは優秀なアシスタント”。現場担当者の仕事を本質的な領域へ

RPA事例



人材業における AI活用推進(現場主導の浸透＋伴走支援)6/6
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3つの成功要因

継続的な改善サイクル

現場の声を吸い上げ、
AIの出力精度やフォーマットを改善し続けた

事業を深く理解した伴走支援

専門知識と現場理解を両立した支援体制が、
企画から定着までをスムーズに実現

現場主導の実践的サポート

推進役がOJT形式で伴走し、成功体験を積ませる
ことで各メンバーの利用を促進

AIとの協業は、
**「人が介在する価値」**を再定義し、
最大化する強力なエンジンになり得る

この成功モデルを他事業部にも展開する
ことで、全社的な生産性向上と
企業価値向上を目指すせる兆しあり

まとめと今後の展望

成功の鍵は「現場主導の浸透」と「伴走支援」。AIとの協業で次なるステージへ

RPA事例



ビジネスを加速する

iPaaS プラットフォーム

Workato



Workato(iPaaS) プラットフォーム
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iPaaS



Workato(iPaaS) プラットフォーム
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iPaaS



Workato(iPaaS) プラットフォーム
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iPaaS

Workatoは、Gartner®による2025年の「iPaaS（Integration 

Platform as a Service）分野のMagic Quadrant 」において、
7回連続で「リーダー」に選出されました。日本語版レポート

https://www.workato.com/ja-jp/report/gartner


Workato(iPaaS) プラットフォーム
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iPaaS



UiPathから

Power Automateへの

移行プロジェクト



PA/PADの移行活性化
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移行PJT

UiPath導入済の企業様でもライセンス購入価格変更やプランのアップデートの影響、

全社的なMicrosoft M365への集約の方針などから、コスト最適化を目的にした

UiPathからPower Automate / Power Automate for desktop(PAD)への移行プロジェクトの

依頼が増加しています。

M365への集約化

PADの製品進化

ライセンス価格変更

2020年 2024年

PADの製品としての成熟度が高まり評価があがっている



移行に伴う想定課題と対応策
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移行体力の創
出

現行体力だけでは移行するにしてもス
ピード感が足りない

移行専門チーム組成により通常業務との並行開
発体制をとることで移行スピード向上

想定課題 対応策

移行後の
運用/保守

統一されたルールがないまま各人が開
発をすることにより移行後の運用・保
守への負担増

PAD特有機能活用とベストプラクティスに基づ
く開発標準/フレームワーク/工程の再構築

移行開発
規模の把握

移行するにあたりロボット毎の移行開
発工数の算出が難しくプロジェクト規
模が測れない

ロボット毎の移行難易度設定、工数設定の基準
となるRPAアセスメントの策定

移行可否
の判断

PADの実用性を含めUiPathから置き換
えることが可能なのかの判断が難しい

移行可否の判断基準を洗い出し、一部技術検証

して対象ロボットの洗い出しを行います

PAD移行開発特有の想定される課題に対しては、
これまでのプロジェクトナレッジによって先見性をもった対応が可能です

移行PJT



特徴・強み
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弊社はRPAの専門組織として複数ツールにまたがった知見のあるメンバーがおります。
プロジェクト遂行上発生する技術課題に対しても組織的な後方支援が可能です。

また、移行計画策定支援～移行開発までの大型プロジェクトの対応実績もあります。

Power Automate for Desktop
/ Power Automate

開発者

UiPath
開発者

FY25 FY26FY24

移行開発
（105人月）

移行計画
策定支援

プロジェクト実例

63名34名

移行PJT



UiPath から Power Automate への移行フェーズ
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PoC・現状把握 計画策定支援 移行開発

• 現行RPAシナリオの把握
現行RPAシナリオの操作対象シス
テム・利用状況・業務影響などを
踏まえた移行対象の把握

• 貴社環境におけるPADの有効性の
検証

PADによる自動化にハードルがあ
りそうな処理を洗い出し操作可否
を検証

• パイロット移行開発

代表的なRPAシナリオをサンプル
に移行開発を行い、難易度や規模
から工数算出するロジックを検討

• マスタースケジュール検討
ライセンスの移行完了時期や個々
のRPAシナリオの移行タイミング
をもとにしたプロジェクト全体の
スケジュール策定

• 体制・役割の設計

開発・運用保守、PMOなどの役
割の基準を明確に定め、必要体制
人数を算出

• プロジェクト計画策定

関係者を適切に巻き込み、安定し
たプロジェクト推進のためのプロ
ジェクト計画・憲章の策定

• 移行開発
技術知見のあるメンバーによる
UiPathからPADへの移行開発の実
施

• プロジェクト推進支援

移行完了状況の推移のモニタリン
グをおこなうとともに、プロジェ
クト遂行上発生した課題に対する
対策の立案

• 保守体制構築
移行期間中の新旧RPAの並存状態
での運用整備や、リリース後の
PADシナリオの保守運用の実施

期限のある移行プロジェクトを成功させるため、弊社では移行開発そのものの支援に加え、
移行プロジェクトの計画立案・実行推進も含めて支援可能です。

移行PJT



支援体制(例)
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貴社 弊社

プロジェクト
マネージャー

責任者

チームリーダー

開発者 開発者

チームリーダー

開発者 開発者

PMO

業務
ユーザー

業務
ユーザー

業務部門
責任者

業務部門
責任者

推進窓口
担当者

移行プロジェクトを完遂するための必要機能をもとに組織編成します。
一定領域だけ外注するなど貴社既存体制との混成チームでの対応も可能です。

移行PJT
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